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昭
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十
一
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月
二
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日
提
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第
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

九
州
電
波
監
理
局
油
津
出
張
所
廃
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
三
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

益 

谷 
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次 

殿 

提
出
者 

伊 

東 

岩 

男 

 

一 

 



 

一 

現
在
宮
崎
県
日
南
市
油
津
に
設
置
さ
れ
て
い
る
九
州
電
波
監
理
局
油
津
出
張
所
は
、
当
時
地
元
を
は
じ
め
宮

崎
県
下
の
無
線
免
許
人
の
せ
つ
な
る
要
望
と
南
九
州
に
お
け
る
油
津
港
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
海
上
移
動
業
務

の
船
舶
無
線
施
設
の
検
査
官
常
駐
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
じ
来
満
六
箇
年
間
地
理
的
交
通
き

わ
め
て
不
便
な
る
油
津
と
し
て
は
重
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
業
者
の
受
け
る
利
便
は
じ
ん
大
な
も
の
が
あ
り

現
在
に
及
ん
で
い
る
。
そ
く
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
出
張
所
が
近
く
鹿
児
島
県
串
木
野
市
に
移
転
さ

れ
る
趣
き
で
あ
り
、
従
つ
て
油
津
の
現
出
張
所
は
廃
止
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
果
し
て
事
実
で
あ
る
か

ど
う
か
。 

二 

現
在
油
津
出
張
所
管
内
に
在
籍
す
る
船
舶
無
線
局
の
数
は
漁
船
の
み
に
し
て
も
八
十
余
隻
を
数
え
る
に
至
つ

て
お
り
、
と
く
に
本
年
度
よ
り
船
舶
の
無
線
施
設
に
対
し
て
特
別
融
資
の
方
途
が
講
ぜ
ら
れ
る
に
至
り
、
た
め

に
急
激
に
施
設
船
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
本
年
度
中
に
は
確
実
に
百
隻
を
突
破
の
見
込
み
に
し
て
、
出
張
所
の 

九
州
電
波
監
理
局
油
津
出
張
所
廃
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

必
要
性
が
い
よ
い
よ
痛
感
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。 

な
お
、
油
津
出
張
所
開
設
の
際
は
、
油
津
の
地
元
に
お
い
て
は
、
土
地
の
寄
付
等
相
当
の
犠
牲
も
払
つ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
串
木
野
市
に
こ
の
よ
う
な
出
張
所
が
新
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
如
何
に
か

か
わ
ら
ず
、
現
在
の
油
津
出
張
所
の
存
置
は
当
然
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


